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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｓ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｓ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｓ    1/00     ５００　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月27日(2020.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つまたは複数のオーディオ・コンポーネントをもつオーディオ・コンテンツをダイア
ログ向上するための方法であって、各コンポーネントは空間位置に関連付けられており、
当該方法は：
　第一のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第一のオーディオ信号呈示を提供し；
　第二のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第二のオーディオ信号呈示を提供し；
　前記第一のオーディオ信号呈示からのダイアログ・コンポーネントの推定を可能にする
よう構成されたダイアログ推定パラメータの集合を受領し；
　ダイアログ推定パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用し、前記
ダイアログ・コンポーネントのダイアログ呈示を形成し；
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせて、前記第二のオー
ディオ再生システムでの再生のためのダイアログ向上されたオーディオ信号呈示を形成す
ることを含み、
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示の少なくとも一方はバイノーラル・オーディ
オ信号呈示である、
方法。
【請求項２】
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示がバイノーラル・オーディオ信号呈示である
、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示のうち一方のみがバイノーラル・オーディオ
信号呈示である、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示のうち他方がステレオまたはサラウンド・オ
ーディオ信号呈示である、請求項３記載の方法。
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【請求項５】
　ダイアログ変換パラメータの集合を受領し、ダイアログ推定パラメータの前記集合の適
用の前または後にダイアログ変換パラメータの前記集合を適用して、前記第二のオーディ
オ信号呈示に対応する変換されたダイアログ呈示を形成することをさらに含む、請求項３
または４記載の方法。
【請求項６】
　前記ダイアログ推定パラメータは、前記ダイアログ呈示が前記第二のオーディオ信号呈
示に対応するよう呈示変換をも実行するよう構成されている、請求項３または４記載の方
法。
【請求項７】
　前記第一のオーディオ信号呈示を提供することが、初期のオーディオ信号呈示および呈
示変換パラメータの集合を受領し、呈示変換パラメータの前記集合を前記初期のオーディ
オ信号呈示に適用することを含む、請求項２記載の方法。
【請求項８】
　前記第一のオーディオ信号呈示の前記第二のオーディオ信号呈示への変換を可能にする
よう構成された呈示変換パラメータの集合を受領し、前記第一のオーディオ信号呈示に呈
示変換パラメータの前記集合を適用して前記第二のオーディオ信号呈示を形成することを
さらに含む、請求項１ないし７のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項９】
　ダイアログ推定パラメータの前記集合の適用の前または後に呈示変換パラメータの前記
集合を適用して、前記第二のオーディオ信号呈示に対応する変換されたダイアログ呈示を
形成することをさらに含む、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせることが、前記ダイ
アログ呈示と前記第一のオーディオ信号呈示の和を形成して、該和に、呈示変換パラメー
タの前記集合を適用することを含む、請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　前記ダイアログ呈示に因子Gによるレベル修正を適用することをさらに含む、請求項１
ないし１０のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項１２】
　Gが所与の閾値より小さいときは第一の処理が適用され、Gが前記閾値より大きいときは
第二の処理が適用される、請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記閾値が0に等しく、G＜0はダイアログの減衰を表わし、G＞0はダイアログの強調を
表わす、請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記第一の処理が、前記ダイアログ呈示と前記第一のオーディオ信号呈示の和を形成し
て、該和に、呈示変換パラメータの集合を適用することを含む、請求項１２または１３記
載の方法。
【請求項１５】
　前記第二の処理が、ダイアログ推定パラメータの前記集合の適用の前または後に呈示変
換パラメータの集合を適用して、前記第二のオーディオ信号呈示に対応する変換されたダ
イアログ呈示を形成することを含む、請求項１２ないし１４のうちいずれか一項記載の方
法。
【請求項１６】
　前記ダイアログ呈示がモノ呈示であり、当該方法がさらに：
　前記ダイアログ・コンポーネントに関係する位置データを受領し；
　前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせる前に、前記位置データを使って、前記モ
ノ・ダイアログ呈示をレンダリングすることをさらに含む、
請求項１記載の方法。
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【請求項１７】
　前記レンダリングすることが：
　前記位置データに基づいてライブラリから頭部伝達関数（HRTF）を選択し；
　選択されたHRTFを前記モノ・ダイアログ呈示に適用すること；または
　振幅パンのいずれかを含む、
請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　一つまたは複数のオーディオ・コンポーネントをもつオーディオ・コンテンツをダイア
ログ向上するための方法であって、各コンポーネントは空間位置に関連付けられており、
当該方法は：
　第一のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第一のオーディオ信号呈示を受領し；
　前記第一のオーディオ信号呈示の、第二のオーディオ再生システムでの再生のために意
図されている前記第二のオーディオ信号呈示への変換を可能にするよう構成された呈示変
換パラメータの集合を受領し；
　前記第二のオーディオ信号呈示からのダイアログ・コンポーネントの推定を可能にする
よう構成されたダイアログ推定パラメータの集合を受領し；
　呈示変換パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して、第二のオ
ーディオ信号呈示を形成し；
　ダイアログ推定パラメータの前記集合を前記第二のオーディオ信号呈示に適用して前記
ダイアログ・コンポーネントのダイアログ呈示を形成し；
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と加算して、前記第二のオーディ
オ再生システムでの再生のためのダイアログ向上されたオーディオ信号呈示を形成するこ
とを含み、
　前記第一のオーディオ信号呈示および前記第二のオーディオ信号呈示の一方のみがバイ
ノーラル・オーディオ信号呈示である、
方法。
【請求項１９】
　一つまたは複数のオーディオ・コンポーネントをもつオーディオ・コンテンツをダイア
ログ向上するためのデコーダであって、各コンポーネントは空間位置に関連付けられてお
り、当該デコーダは：
　第一のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第一のオーディオ信号呈示と、前記第一のオーディオ信号呈示からダイアロ
グ・コンポーネントを推定することを可能にするよう構成されたダイアログ推定パラメー
タの集合とを受領してデコードするコア・デコーダと；
　ダイアログ推定パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して前記
ダイアログ・コンポーネントのダイアログ呈示を形成するダイアログ推定器と；
　前記ダイアログ呈示を第二のオーディオ信号呈示と組み合わせて、第二のオーディオ再
生システムでの再生のためのダイアログ向上されたオーディオ信号呈示を形成する手段と
を有し；
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示の少なくとも一方がバイノーラル・オーディ
オ信号呈示である、
デコーダ。
【請求項２０】
　一つまたは複数のオーディオ・コンポーネントをもつオーディオ・コンテンツをダイア
ログ向上するためのデコーダであって、各コンポーネントは空間位置に関連付けられてお
り、当該デコーダは：
　第一のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第一のオーディオ信号呈示と、第一のオーディオ信号呈示を第二のオーディ
オ再生システムでの再生のために意図されている第二のオーディオ信号呈示に変換できる
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ようにするよう構成された呈示変換パラメータの集合と、前記第一のオーディオ信号呈示
からダイアログ・コンポーネントを推定できるようにするよう構成されたダイアログ推定
パラメータの集合とを受領するコア・デコーダと；
　呈示変換パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して、第二のオ
ーディオ再生システムでの再生のために意図された第二のオーディオ信号呈示を形成する
よう構成された変換ユニットと；
　ダイアログ推定パラメータの前記集合を前記第二のオーディオ信号呈示に適用して前記
ダイアログ・コンポーネントのダイアログ呈示を形成するダイアログ推定器と；
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と加算して、前記第二のオーディ
オ再生システムでの再生のためのダイアログ向上されたオーディオ信号呈示を形成する加
算ブロックとを有し；
　前記第一のオーディオ信号呈示および前記第二のオーディオ信号呈示のうちの一方のみ
がバイノーラル・オーディオ信号呈示である、
デコーダ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　このように、本発明の個別的実施形態を記述してきたが、当業者は本発明の精神から外
れることなく、それに他のおよびさらなる修正がなされてもよいことを認識するであろう
。それらすべての変更および修正を本発明の範囲内にはいるものとして請求することが意
図されている。たとえば、上記で与えた公式はいずれも単に使用されうる手順の代表であ
る。ブロック図から機能が追加または削除されてもよく、機能ブロックの間で動作が交換
されてもよい。本発明の範囲内で記述される方法に段階が追加または削除されてもよい。
　いくつかの態様を記載しておく。
〔態様１〕
　一つまたは複数のオーディオ・コンポーネントをもつオーディオ・コンテンツをダイア
ログ向上するための方法であって、各コンポーネントは空間位置に関連付けられており、
当該方法は：
　第一のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第一のオーディオ信号呈示を提供し；
　第二のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第二のオーディオ信号呈示を提供し；
　前記第一のオーディオ信号呈示からのダイアログ・コンポーネントの推定を可能にする
よう構成されたダイアログ推定パラメータの集合を受領し；
　ダイアログ推定パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用し、前記
ダイアログ・コンポーネントのダイアログ呈示を形成し；
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせて、前記第二のオー
ディオ再生システムでの再生のためのダイアログ向上されたオーディオ信号呈示を形成す
ることを含み、
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示の少なくとも一方はバイノーラル・オーディ
オ信号呈示である、
方法。
〔態様２〕
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示がバイノーラル・オーディオ信号呈示である
、態様１記載の方法。
〔態様３〕
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示のうち一方のみがバイノーラル・オーディオ
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信号呈示である、態様１記載の方法。
〔態様４〕
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示のうち他方がステレオまたはサラウンド・オ
ーディオ信号呈示である、態様３記載の方法。
〔態様５〕
　ダイアログ変換パラメータの集合を受領し、ダイアログ推定パラメータの前記集合の適
用の前または後にダイアログ変換パラメータの前記集合を適用して、前記第二のオーディ
オ信号呈示に対応する変換されたダイアログ呈示を形成することをさらに含む、態様３ま
たは４記載の方法。
〔態様６〕
　前記ダイアログ推定パラメータは、前記ダイアログ呈示が前記第二のオーディオ信号呈
示に対応するよう呈示変換をも実行するよう構成されている、態様３または４記載の方法
。
〔態様７〕
　前記第一のオーディオ信号呈示を提供することが、初期のオーディオ信号呈示および呈
示変換パラメータの集合を受領し、呈示変換パラメータの前記集合を前記初期のオーディ
オ信号呈示に適用することを含む、態様２記載の方法。
〔態様８〕
　前記第一のオーディオ信号呈示の前記第二のオーディオ信号呈示への変換を可能にする
よう構成された呈示変換パラメータの集合を受領し、前記第一のオーディオ信号呈示に呈
示変換パラメータの前記集合を適用して前記第二のオーディオ信号呈示を形成することを
さらに含む、態様１ないし７のうちいずれか一項記載の方法。
〔態様９〕
　ダイアログ推定パラメータの前記集合の適用の前または後に呈示変換パラメータの前記
集合を適用して、前記第二のオーディオ信号呈示に対応する変換されたダイアログ呈示を
形成することをさらに含む、態様８記載の方法。
〔態様１０〕
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせることが、前記ダイ
アログ呈示と前記第一のオーディオ信号呈示の和を形成して、該和に、呈示変換パラメー
タの前記集合を適用することを含む、態様８記載の方法。
〔態様１１〕
　前記第一のオーディオ信号呈示がエンコーダから受領される、態様１ないし１０のうち
いずれか一項記載の方法。
〔態様１２〕
　前記ダイアログ呈示に因子Gによるレベル修正を適用することをさらに含む、態様１な
いし１１のうちいずれか一項記載の方法。
〔態様１３〕
　Gが所与の閾値より小さいときは第一の処理が適用され、Gが前記閾値より大きいときは
第二の処理が適用される、態様１２記載の方法。
〔態様１４〕
　前記閾値が0に等しく、G＜0はダイアログの減衰を表わし、G＞0はダイアログの強調を
表わす、態様１３記載の方法。
〔態様１５〕
　前記第一の処理が、前記ダイアログ呈示と前記第一のオーディオ信号呈示の和を形成し
て、該和に、呈示変換パラメータの集合を適用することを含む、態様１３または１４記載
の方法。
〔態様１６〕
　前記第二の処理が、ダイアログ推定パラメータの前記集合の適用の前または後に呈示変
換パラメータの集合を適用して、前記第二のオーディオ信号呈示に対応する変換されたダ
イアログ呈示を形成することを含む、態様１３ないし１５のうちいずれか一項記載の方法
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。
〔態様１７〕
　一つまたは複数のオーディオ・コンポーネントをもつオーディオ・コンテンツをダイア
ログ向上するための方法であって、各コンポーネントは空間位置に関連付けられており、
当該方法は：
　第一のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第一のオーディオ信号呈示を受領し；
　前記第一のオーディオ信号呈示の、第二のオーディオ再生システムでの再生のために意
図されている第二のオーディオ信号呈示への変換を可能にするよう構成された呈示変換パ
ラメータの集合を受領し；
　前記第一のオーディオ信号呈示からのダイアログ・コンポーネントの推定を可能にする
よう構成されたダイアログ推定パラメータの集合を受領し；
　呈示変換パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して、第二のオ
ーディオ信号呈示を形成し；
　ダイアログ推定パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して前記
ダイアログ・コンポーネントのダイアログ呈示を形成し；
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせて、前記第二のオー
ディオ再生システムでの再生のためのダイアログ向上されたオーディオ信号呈示を形成す
ることを含み；
　前記第一のオーディオ信号呈示および前記第二のオーディオ信号呈示の一方のみがバイ
ノーラル・オーディオ信号呈示である、
方法。
〔態様１８〕
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせることが、前記ダイ
アログ呈示と前記第一のオーディオ信号呈示の和を形成して、該和に、呈示変換パラメー
タの前記集合を適用することを含む、態様１７記載の方法。
〔態様１９〕
　前記ダイアログ推定パラメータは、前記ダイアログ呈示が前記第二のオーディオ信号呈
示に対応するよう呈示変換をも実行するよう構成されている、態様１７記載の方法。
〔態様２０〕
　ダイアログ推定パラメータの前記集合の適用の前または後に呈示変換パラメータの前記
集合を適用して、前記第二のオーディオ信号呈示に対応する変換されたダイアログ呈示を
形成することをさらに含む、態様１７記載の方法。
〔態様２１〕
　前記ダイアログ呈示がモノ呈示であり、当該方法がさらに：
　前記ダイアログ・コンポーネントに関係する位置データを受領し；
　前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせる前に、前記位置データを使って、前記モ
ノ・ダイアログ呈示をレンダリングすることをさらに含む、
態様１７記載の方法。
〔態様２２〕
　前記レンダリングすることが：
　前記位置データに基づいてライブラリから頭部伝達関数（HRTF）を選択し；
　選択されたHRTFを前記モノ・ダイアログ呈示に適用することを含む、
態様２１記載の方法。
〔態様２３〕
　前記レンダリングすることが、振幅パンを含む、態様２１記載の方法。
〔態様２４〕
　一つまたは複数のオーディオ・コンポーネントをもつオーディオ・コンテンツをダイア
ログ向上するための方法であって、各コンポーネントは空間位置に関連付けられており、
当該方法は：
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　第一のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第一のオーディオ信号呈示を受領し；
　前記第一のオーディオ信号呈示の、第二のオーディオ再生システムでの再生のために意
図されている前記第二のオーディオ信号呈示への変換を可能にするよう構成された呈示変
換パラメータの集合を受領し；
　前記第二のオーディオ信号呈示からのダイアログ・コンポーネントの推定を可能にする
よう構成されたダイアログ推定パラメータの集合を受領し；
　呈示変換パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して、第二のオ
ーディオ信号呈示を形成し；
　ダイアログ推定パラメータの前記集合を前記第二のオーディオ信号呈示に適用して前記
ダイアログ・コンポーネントのダイアログ呈示を形成し；
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と加算して、前記第二のオーディ
オ再生システムでの再生のためのダイアログ向上されたオーディオ信号呈示を形成するこ
とを含み、
　前記第一のオーディオ信号呈示および前記第二のオーディオ信号呈示の一方のみがバイ
ノーラル・オーディオ信号呈示である、
方法。
〔態様２５〕
　一つまたは複数のオーディオ・コンポーネントをもつオーディオ・コンテンツをダイア
ログ向上するためのデコーダであって、各コンポーネントは空間位置に関連付けられてお
り、当該デコーダは：
　第一のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第一のオーディオ信号呈示と、前記第一のオーディオ信号呈示からダイアロ
グ・コンポーネントを推定することを可能にするよう構成されたダイアログ推定パラメー
タの集合とを受領してデコードするコア・デコーダと；
　ダイアログ推定パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して前記
ダイアログ・コンポーネントのダイアログ呈示を形成するダイアログ推定器と；
　前記ダイアログ呈示を第二のオーディオ信号呈示と組み合わせて、第二のオーディオ再
生システムでの再生のためのダイアログ向上されたオーディオ信号呈示を形成する手段と
を有し；
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示の一方のみがバイノーラル・オーディオ信号
呈示である、
デコーダ。
〔態様２６〕
　前記第一および第二のオーディオ信号呈示のうち一方がステレオまたはサラウンド・オ
ーディオ信号呈示である、態様２５記載のデコーダ。
〔態様２７〕
　前記コア・デコーダが、ダイアログ変換パラメータの集合を受領するようさらに構成さ
れ、前記ダイアログ推定器が、ダイアログ推定パラメータの前記集合の適用の前または後
にダイアログ変換パラメータの前記集合を適用して、前記第二のオーディオ信号呈示に対
応する変換されたダイアログ呈示を形成するようさらに構成されている、態様２５または
２６記載のデコーダ。
〔態様２８〕
　前記ダイアログ推定器は、前記ダイアログ呈示が前記第二のオーディオ信号呈示に対応
するよう、ダイアログ推定パラメータの前記集合を使って呈示変換をも実行するよう構成
されている、態様２５または２６記載のデコーダ。
〔態様２９〕
　前記コア・デコーダが、呈示変換パラメータの集合を受領するようさらに構成されてお
り、当該デコーダがさらに：
　呈示変換パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して前記第二の
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オーディオ信号呈示を形成するよう構成されている変換ユニットを有する、
態様２５ないし２８のうちいずれか一項記載のデコーダ。
〔態様３０〕
　前記ダイアログ推定器が、ダイアログ推定パラメータの前記集合の適用の前または後に
呈示変換パラメータの前記集合を適用して、前記第二のオーディオ信号呈示に対応する変
換されたダイアログ呈示を形成するようさらに構成されている、態様２９記載のデコーダ
。
〔態様３１〕
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせる手段が、前記ダイ
アログ呈示と前記第一のオーディオ信号呈示の和を形成する加算ブロックを含み、前記変
換ユニットが、該和に、呈示変換パラメータの前記集合を適用するよう構成されている、
態様２９記載のデコーダ。
〔態様３２〕
　前記ダイアログ呈示に因子Gによるレベル修正を適用するよう構成されたレベル修正ブ
ロックをさらに有する、態様２５ないし３１のうちいずれか一項記載のデコーダ。
〔態様３３〕
　Gが所与の閾値より小さいときは前記ダイアログ推定パラメータの第一の適用を選択す
るよう構成された選択論理をさらに有しており、Gが前記閾値より大きいときは第二の処
理が適用される、態様３２記載のデコーダ。
〔態様３４〕
　前記閾値が0に等しく、G＜0はダイアログの減衰を表わし、G＞0はダイアログの強調を
表わす、態様３３記載のデコーダ。
〔態様３５〕
　前記第一の適用が、前記ダイアログ呈示と前記第一のオーディオ信号呈示の和を形成し
て、該和に、呈示変換パラメータの集合を適用することを含む、態様３３または３４記載
のデコーダ。
〔態様３６〕
　前記第二の適用が、ダイアログ推定パラメータの前記集合の適用の前または後に呈示変
換パラメータの集合を適用して、前記第二のオーディオ信号呈示に対応する変換されたダ
イアログ呈示を形成することを含む、態様３３ないし３５のうちいずれか一項記載のデコ
ーダ。
〔態様３７〕
　一つまたは複数のオーディオ・コンポーネントをもつオーディオ・コンテンツをダイア
ログ向上するためのデコーダであって、各コンポーネントは空間位置に関連付けられてお
り、当該デコーダは：
　第一のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第一のオーディオ信号呈示と、前記第一のオーディオ信号呈示を第二のオー
ディオ再生システムでの再生のために意図されている第二のオーディオ信号呈示に変換で
きるようにするよう構成された呈示変換パラメータの集合と、前記第一のオーディオ信号
呈示からダイアログ・コンポーネントを推定できるようにするよう構成されたダイアログ
推定パラメータの集合とを受領するコア・デコーダと；
　呈示変換パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して、第二のオ
ーディオ再生システムでの再生のために意図された第二のオーディオ信号呈示を形成する
よう構成された変換ユニットと；
　ダイアログ推定パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して前記
ダイアログ・コンポーネントのダイアログ呈示を形成するダイアログ推定器と；
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせて、前記第二のオー
ディオ再生システムでの再生のためのダイアログ向上されたオーディオ信号呈示を形成す
る手段とを有し；
　前記第一のオーディオ信号呈示および前記第二のオーディオ信号呈示のうち一方のみが
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バイノーラル・オーディオ信号呈示である、
デコーダ。
〔態様３８〕
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせる手段が、前記ダイ
アログ呈示と前記第一のオーディオ信号呈示の和を形成する加算ブロックを含み、前記変
換ユニットが、該和に、呈示変換パラメータの前記集合を適用するよう構成されている、
態様３７記載のデコーダ。
〔態様３９〕
　前記ダイアログ推定器は、前記ダイアログ呈示が前記第二のオーディオ信号呈示に対応
するよう、ダイアログ推定パラメータの前記集合を使って呈示変換をも実行するよう構成
されている、態様３７記載のデコーダ。
〔態様４０〕
　前記ダイアログ推定器は、ダイアログ推定パラメータの前記集合の適用の前または後に
呈示変換パラメータの前記集合を適用して、前記第二のオーディオ信号呈示に対応する変
換されたダイアログ呈示を形成するよう構成されている、態様３７記載のデコーダ。
〔態様４１〕
　前記ダイアログ呈示がモノ呈示であり、前記コア・デコーダが、前記ダイアログ・コン
ポーネントに関係する位置データを受領するようさらに構成されており、当該デコーダが
さらに：
　前記第二のオーディオ信号呈示と組み合わせる前に、前記位置データを使って、前記モ
ノ・ダイアログ呈示をレンダリングする構成されたレンダラーをさらに有する、
態様３７記載のデコーダ。
〔態様４２〕
　前記レンダラーが：
　前記位置データに基づいてライブラリから頭部伝達関数（HRTF）を選択し；
　選択されたHRTFを前記モノ・ダイアログ呈示に適用するよう構成されている、
態様４１記載のデコーダ。
〔態様４３〕
　前記レンダラーが振幅パンを適用するよう構成されている、態様４１記載のデコーダ。
〔態様４４〕
　一つまたは複数のオーディオ・コンポーネントをもつオーディオ・コンテンツをダイア
ログ向上するためのデコーダであって、各コンポーネントは空間位置に関連付けられてお
り、当該デコーダは：
　第一のオーディオ再生システムでの再生のために意図されている前記オーディオ・コン
ポーネントの第一のオーディオ信号呈示と、第一のオーディオ信号呈示を第二のオーディ
オ再生システムでの再生のために意図されている第二のオーディオ信号呈示に変換できる
ようにするよう構成された呈示変換パラメータの集合と、前記第一のオーディオ信号呈示
からダイアログ・コンポーネントを推定できるようにするよう構成されたダイアログ推定
パラメータの集合とを受領するコア・デコーダと；
　呈示変換パラメータの前記集合を前記第一のオーディオ信号呈示に適用して、第二のオ
ーディオ再生システムでの再生のために意図された第二のオーディオ信号呈示を形成する
よう構成された変換ユニットと；
　ダイアログ推定パラメータの前記集合を前記第二のオーディオ信号呈示に適用して前記
ダイアログ・コンポーネントのダイアログ呈示を形成するダイアログ推定器と；
　前記ダイアログ呈示を前記第二のオーディオ信号呈示と加算して、前記第二のオーディ
オ再生システムでの再生のためのダイアログ向上されたオーディオ信号呈示を形成する加
算ブロックとを有し；
　前記第一のオーディオ信号呈示および前記第二のオーディオ信号呈示のうちの一方のみ
がバイノーラル・オーディオ信号呈示である、
デコーダ。
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